２００７年１２月期の火星概要　　2007年2月10日　安達 & 池村

この火星図は、200６年までの火星観察を参考に、安達さんが最新の状態に仕上げたものです。

毎シーズン、少しずつ様子が変化します。

この火星図を使用して、物理計算値に基づき、池村が火星を描きました。

2007年1月1日から2008年12月31日まで30分ごと約35000枚を描きました。

ホームページに掲載してあります。ここから、日時を指定して、見ることができます。

http://www.kk-system.co.jp/Alpo/MS2007/MSmenu.htm

この画像を抜粋して、今期の火星の状況を調べてみました。

3月はシーズン初めの明け方の低空で、初観測の火星は小さいながらも南極冠が良く見えます。

火星上では、次第に縮小して育児期ですが、逆に視直径が大きくなるので、見かけ上は

南極冠はずっと同じ大きさに見えています。

７月になると南極冠が急速に小さくなり、８月１５日に見えなくなります。

視直径７"なので、８月上旬が南極冠の最後の姿となるでしょう。

このまま９月いっぱいまで、南極冠も、北極冠も見えない状態になります。

１０月１日頃から北極冠が見えてくる．．ことになっていますが、たぶん北極雲

灰色の雲に覆われて、帽子のようになり、その雲が次第に北極付近で大きく広がって

くるように見えます。　その雲の下にはこのような白い雪原があると思われます。

１２月１８日に最接近を迎えます。　うまくいけば白い北極冠の姿が見えるでしょう。

北極冠つきのまま除々に小さくなっていき、２月２０日頃には10"を割り込みます。

北極雲に覆われていて、それがいつ晴れるかにより、様子が変わってきます。

2003年8月の大接近と比較してみると、今回は、ずいぶん小さいことがわかります。
